
新用語解 ： （大気海洋相互作用；東太平洋)

Gap Wind

 
Gap windとは，標高の

高い地形の間にはさまれた

谷・峡谷・海峡などの中ま

たは出口で吹く強い風のこ

とを指す．Gap windにつ

いては既に荒川（2006）に

よるレビューが存在する

が，最近の研究から，この

風が単に局地風というだけ

にとどまらず，季節風など

一定期間維持され大規模な

勾配を生ずる場合，海への

影響などを通してより大き

なスケールの気候にも影響

を与えているケースがある

ことが明らかになってき

た．ここでは研究の進んで

いる東太平洋の例を中心に

紹介する．

大西洋と太平洋は，北米

から南米へと続く高い山脈

で隔てられているが，中米

で幾つか山峡が存在する（第１図）．北半球の冬には，

相対的に大西洋側で気圧が高くなり，これらの山峡を

太平洋側に吹き抜けるような gap windが発生する．

Xie et al.（2005）は gap windが海洋の混合と潜熱蒸

発により海面水温を低下させていることを指摘した．

第１図はTehuantepec，Papagayo，Panamaの３つ

の湾に gap windが吹き，それが海面水温低下と対応

していることを端的に示している．また gap windは

周囲との間に局地的な渦度を生じさせる．この渦度が

エクマンパンピングとして働き，海に湧昇を引き起こ

すことも海面水温に影響を与える要素である．特に，

Papagayo湾の風は東西方向に近く，南側に引き起こ

された湧昇の影響がロスビー波により西に伝播しやす

い（南北風だと風による正負の渦度が東西にでき，東

西に積分したときその効果がキャンセルされる）．そ

のため，北半球の夏には gap windそのものは弱まっ

ているが，ロスビー波の伝播が，コスタリカドームと

呼ばれる１年を通して続く沖合の躍層の浅い湧昇・低

温海域の維持に寄与している．北半球夏季には，コス

タリカドームの低水温が原因で，熱帯収束帯の中に直

径500kmにおよぶ雨が少ない領域が形成される

（Xie et al. 2005）．このように gap windの効果は海

洋を介し，ローカルな影響をこえてスケールが広がっ

ている．

以上のようなことが明らかになってきたのは人工衛

星という新しい観測手段により，小さいスケールを解

像しながら，現象の全体像を捉えることができるよう

になったからである．また，観測だけではなく，分解
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第１図 中米陸橋を挟んだ西大西洋から東太平洋の図．ベクトルは１月の海面風
速気候値（SCOW,Risien and Chelton 2008）．強調のため5m/s以下
は略．海の陰影は１月海面水温気候値（TRMM TMI，2000-2007年平
均）．陸上の陰影は地形（ETOPO5）で500mより高いところに濃い
色．T，PP，PNはそれぞれTehuantepec湾，Papagayo湾，Panama
湾．



能が向上することにより，数値モデルも上記のような

現象をとらえることが可能になってきている．Xie et
 

al.（2007）では，領域大気海洋結合モデルで gap
 

windを再現し，地形を平らにすることで gap wind

を消すとコスタリカドームが弱まるとともに，コスタ

リカドームでの湧昇が影響を与えているとされるTu-

chiyaジェットと呼ばれる表層下の海流が弱まること

を報告している．さらに gap windは大西洋から太平

洋への風の通り道であることから，氷河期に生じた大

西洋の温度低下の影響が gap windを通して太平洋に

影響を与えた可能性について議論している（温暖化も

含めた議論はRichter and Xie 2010）．また，gap
 

windが生物生産にも影響を与えていることがクロロ

フィルの衛星観測から示唆されており（Xie et al.

2005），Sasai et al.（2007）は，高解像度海流・海洋

生態系モデルを使い，gap windが起こす湧昇による

下層から栄養塩供給が生物生産を増加させるプロセス

を明らかにした．

海上に吹く gap windは，ウラジオストックの南の

山峡から日本海に吹く風や，スペイン・フランスの間

を地中海に吹く風など他の海域にも見られており

（Liu et al.2008），人工衛星による観測データや高解

像度数値モデルを用いた研究により，地形と大気海洋

が織り成すあらたな現象が見つかっていくことが期待

される．
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（(独)海洋研究開発機構 美山 透)
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